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１．これまでの経緯と今回の学識者懇談会の開催趣旨

番匠川水系河川整備計画の点検

番匠川直轄河川改修事業の事業評価

平成２９年８月 番匠川学識者懇談会

平成２９年９月 台風１８号による既往最大洪水の発生
現行河川整備計画を大きく上回り、基本方針相当規模の洪水
番匠橋地点：現行整備計画3,100m3/s(1/40) に対し3,523m3/s

平成２６年８月 番匠川学識者懇談会

番匠川水系河川整備計画の点検

番匠川直轄河川改修事業の事業評価

■今回の開催趣旨：「番匠川水系河川整備計画」の内容について点検を行う
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１）流域の社会情勢の変化

①近年の洪水等による災害の発生状況等

２）地域の意向

①地域の要望等

３）河川整備の進捗状況

①事業完了箇所

②事業中箇所の進捗状況

２．河川整備計画の点検に当たって

河川整備計画に変更すべき項目がないかの確認

確認にあたってのポイント

●平成29年9月の台風18号による洪水において、基準地点：番匠橋で、河川整備基本方針相当流

量の洪水が発生し、支川井崎川上流部や本川上流部等では越水による外水氾濫が、また、市街部

を含む多くの区間で計画高水位を超過し、各地で内水被害も発生。

●番匠川水系において平成29年9月台風18号による洪水の状況も踏まえた治水安全度の確保が求

められている（佐伯市長・市議会議長からの要望）

●これまで築堤や内水対策を実施し、令和3年3月末時点の大臣管理区間における堤防は、概ね８割

が完成。近年は、河道の流下能力向上対策として、築堤整備、河道掘削、堤防耐震対策を実施中。

●気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化や社会状況の変化を踏まえ、河川の流域のあら

ゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域治水」の取り組みが求められている。 2
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基準地点 番匠橋

佐伯市

豊後水道

豊後大野市

大分県

番匠川流域

久留須川上流部（7k付近）

番匠川流域

■ 番匠川流域は大分県南部に位置し、流域の大半を佐伯市が占め、本川番匠川、支川の堅田川・井崎川・久留須川からなる幹川流路延長

38km、流域面積464km2の一級河川である。

■ 下流域の佐伯市街部に人口・資産が集中し、堤内側の地盤高が低く、内水氾濫が発生しやすい地形である。

■ 平成27年3月に開通した東九州自動車道により、物流の拠点として産業や観光面での更なる発展が見込まれている。

年間降水量分布図（1991年～2020年の30年間の平均値）

流域及び氾濫域の諸元

降雨特性

流域面積 ；464km2

幹川流路延長 ；38km

流域内人口 ；約5.3万人

想定氾濫区域内人口；約4.1万人

想定氾濫区域内資産額；約8.100億円

主な市町村；佐伯市、津久見市、豊後大野市

出典：H26河川現況調査(基準年：H22)

■年平均降水量は佐伯で約2,100mmで、全国平均

（約1,700mm）の約1.2倍。

■降水量は6～9月が多く、台風の常襲地帯。

土地利用

■流域の土地利用割合は

山地等が89%、田畑が

4%、宅地等が7%。

■流域下流部の佐伯市街地

に人口及び資産が集中。 出典：国土数値情報(H28）

出典：国土数値情報(H28）

出典：気象庁HP 佐伯 統計年1991～2020
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番匠川中流部（8k付近）

延岡市

井崎川上流部（2k付近）

堅田川下流部（2k付近）

佐伯IC

津久見IC

蒲江IC

佐伯市街部（番匠川0k付近）

番匠川上流部（17k付近）

佐伯市街部

佐伯堅田IC
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３．番匠川流域の概要



■ 昭和18年9月洪水（番匠橋地点：推定3,000m3/s)を計画に、昭和42年に工事実施基本計画が策定された。

■ 平成16年10月、平成17年9月洪水（番匠橋地点：概ね3,100m3/s)を契機に、河川整備計画が平成18年に策定された。

■ 既往最大の平成29年9月洪水において、番匠川本川の番匠橋地点で河川整備基本方針（W=1/100)相当の流量が流下し、支川井崎川の

蕨野橋地点では、河川整備基本方針を超過する流量が流下した。

たじり

田尻地区の内水被害

番匠橋地点の実績と計画流量

実績流量（m3/s） 計画流量（m3/s）

順
位

発生年
月

流量 確率評価 計画 流量
治水安全

度

1 H29.9 3,523
概ね

W=1/100 河川整備
基本方針

3,600 1/100

2 H17.9 3,072 W=1/44

3 H16.10 2,923 W=1/34
河川整備

計画
3,100

1/40
4 H9.9 2,740 W=1/25

番匠橋地点の年最大流量（昭和18年～令和2年）

外水による家屋浸水
稽古屋地区（井崎川）

平成29年9月洪水
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４．番匠川における主要洪水



■ 番匠川における治水工事は、佐伯市池田地区の捷水路や井崎川の捷水路をはじめ、河口部の高潮堤、河道の掘削及び護岸、水制

等の工事を実施し、その後、内水対策として、脇・提内・下久部の排水ポンプ場等を整備し、近年は河道の掘削工事等を促進している。
わき ひさきうち しもくべ

番匠川の治水計画

昭和12年 大分県の河川改修事業に着手

〈計画高水流量〉：2,000m3/s（堅田川合流前）

昭和26年 直轄河川改修事業着手

〈計画高水流量〉：3,000m3/s（番匠橋地点）

昭和42年 番匠川工事実施基本計画策定

〈計画高水流量)：3,000m3/s（番匠橋地点)

平成16年 番匠川水系河川整備基本方針策定

〈計画高水流量〉:3,600m3/s（番匠橋地点）

※洪水の発生状況等から計画規模を1/100

平成18年 番匠川水系河川整備計画策定

〈整備目標流量〉：3,100m3/s（番匠橋地点）

番匠川：1/40

井崎川・久留須川：1/30

堅田川:1/100

※大分県と共同で策定
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５．これまでの治水対策（国管理区間）



■ 河川整備計画の目標流量である平成16年10月洪水及び平成17年9月洪水規模（概ね1/30～1/40程度） に対応するため、これまで

築堤や内水対策を実施し、令和3年3月末時点の大臣管理区間における堤防は、概ね８割が完成。

■ 今後も背後地の資産状況や上下流のバランス等を考慮しながら河川整備を実施していく。
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６．事業の進捗状況
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６．事業の進捗状況

堤防耐震対策

■ 番匠川における近年の河川事業としては、既往最大規模の平成29年9月洪水を受け、外水・内水氾濫による浸水被害が生じたことから

主に河道の流下能力向上対策として、無堤部の築堤整備、河道掘削、及び堤防の耐震対策を実施。

蛇崎地区堤防耐震対策（番匠川）
へびさき

千又地区河道掘削（久留須川）
ちまた
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６．事業の進捗状況

かしの

井崎地区河道掘削（井崎川）
いさき

井崎川

蕨野地区河道掘削（井崎川）
わらびの

井崎川

井崎川
井崎川

蕨野地区築堤整備（井崎川）
わらびの



■ 平成29年9月洪水で、番匠川荒瀬地区、井崎川稽古屋地区において家屋の浸水被害が発生。

■ 番匠川下流の佐伯市街部区間は、外水による浸水被害は発生しなかったものの、樫野地区等において内水による家屋浸水が発生

■ 番匠川本川、支川井崎川・久留須川で計画高水位を超過した。

荒瀬地区（番匠川上流）

脇地区（番匠川下流）

小川橋

原橋 番匠川

井崎川

番匠川

小川橋（水位観測所）

荒瀬地区

波寄地区

樫野地区

稽古屋地区

：佐伯市街部（市街化区域）

：H29.9出水の浸水範囲

樫野地区（番匠川中流）

稽古屋地区（井崎川）

番匠橋

番匠川

番匠橋（基準地点）

久留須川

井崎川

堅田川

番匠川

波寄地区（番匠川上流）

番匠川
JR日豊本線

脇地区
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７．平成29年9月洪水の概要（国管理区間）



■ 番匠川、井崎川、久留須川において計画高水位を超過し、佐伯市全体で床上浸水392戸、床下浸水588戸被害が発生。

痕跡水位がHWLを超過した区間

井崎川

番匠川

久留須川

堅田川

稽古屋地区

蕨野地区

大分県管理区間

蛇崎地区樫野地区

荒瀬地区

宇津々地区

原地区

番匠川水系 想定内水・外水浸水範囲

【平成29年9月17日出水（台風18号）】

外水による浸水範囲
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７．平成29年9月洪水の概要（国管理区間の被害状況）



７．平成29年9月洪水の概要（県管理区間の被害状況）

田ノ平地区 石原・折原・元田地区 元田・稽古屋地区

③護岸崩壊状況

①10号線浸水状況

①
②

③

④

直轄管理境

④家屋倒壊状況

②浸水状況（越水）

井崎川

越水
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※浸水戸数や範囲等は県の独自調査によるものであり、数値等は今後変わる可能性があります。



写真2.1.1 提内川の浸水状況

(平成29年9月)
写真2.1.2 提内川の浸水状況

(平成16年10月)

写真2.1.3 久留須川の浸水状況

(平成16年10月)
写真2.1.4 久留須川(直川苑)の浸水状況

(平成16年10月) 12

７．平成29年9月洪水の概要（県管理区間の被害状況）



■ H29.9洪水は、既往最大で国が管理する番匠川本川・支川井崎川・久留須川において洪水位が計画高水位を超過した。

■ また、H29.9の洪水流量は、支川の堅田川・久留須川を除いた番匠川本川・支川井崎川において、現計画のH18年河川整備計画の目標

流量を超過した。
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河川名 地点名
H18現行河川整備
計画の目標流量

(m³/s)

H29.9洪水
流量
(m³/s)

備考

番匠川
番匠橋 3,100 3,523

小川橋 1,400 1,588

堅田川 堅田橋 1,200 904

井崎川 蕨野橋 800 1,225

久留須
川

間庭橋 1,100 972

表1 H18年現行河川整備計画の目標とH29.9洪水流量

凡 例

上段青書き ：H18現行河川整備計画の目標

下段()赤書き：H29.9の洪水流量

井崎川

番匠川

●番匠橋○小川橋

蕨野橋○

佐伯湾

久留須川

○間庭橋 提内川

堅田川

○堅田橋

3,100
(3,523)

1,400
(1,588)

800
(1,225)

1,200
(904)

1,100
(972)

図1 H18年現行河川整備計画の目標とH29.9洪水流量
（単位：m³/s）

８．H29年9月洪水と現行河川整備計画の目標との比較（国管理区間）
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１０．「流域治水」の対策イメージ
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令和４年３月時点
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